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まえがき 24 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準25 
作成機関である一般財団財法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正す26 
べきとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS H 5303:2020 は27 
改正され，この規格に置き換えられた。 28 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 29 

この規格に従うことは，次の者の有する特許権等の使用に該当するおそれがあるので，留意する。 30 

 31 
特許番号 特許権の名称 所有者 有効期限 

5709063 号 耐熱マグネシウム合金 株式会社栗本鐵工所 2032 年 6 月 19 日 
6329714 号 マグネシウム合金 住友電気工業株式会社 2037 年 7 月 13 日 
6814446 号 難燃性マグネシウム合金およ

びその製造方法 
本田技研工業株式会社，株式会社グローバルマ

グネシウムコーポレーション 
2039 年 3 月 12 日 

7324978 号 マグネシウム合金およびマグ

ネシウム合金を用いた鋳造構

造部材 

株式会社戸畑製作所，株式会社グローバルマグ

ネシウムコーポレーション 
2039 年 6 月 7 日 

7462190 号 難燃高靭性マグネシウム合金 一般社団法人日本マグネシウム協会，株式会社

グローバルマグネシウムコーポレーション，株

式会社戸畑製作所，株式会社栗本鐵工所 

2040 年 12 月 16 日 

7754404 号 マグネシウム合金 株式会社戸畑製作所，株式会社グローバルマグ

ネシウムコーポレーション 
2041 年 9 月 22 日 

 32 

上記の特許権等の権利者は，非差別的かつ合理的な条件でいかなる者に対しても当該特許権等の実施の33 
許諾等をする意思のあることを表明している。ただし，この規格に関連する他の特許権等の権利者に対し34 
ては，同様の条件でその実施が許諾されることを条件としている。 35 

この規格に従うことが，必ずしも，特許権の無償公開を意味するものではないことに注意する必要があ36 
る。 37 

この規格の一部が，上記に示す以外の特許権等に抵触する可能性がある。経済産業省大臣は，このよう38 
な特許権等に関わる確認について，責任はもたない。 39 

なお，ここで“特許権等”とは，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権をいう。 40 

 41 

 42 
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日本産業規格（案）       JIS 43 

 H 5303：0000 44 

 45 

マグネシウム合金ダイカスト 46 

Magnesium alloy die casings 47 

 48 
序文 49 

この規格は，2017 年に第 3 版として発行された ISO 16220 を基とし，我が国の合金開発の進展などに整50 
合させて，技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。 51 

なお，この規格で附属書 JA は，対応国際規格にはない事項である。また，側線又は点線の下線を施し52 
てある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属53 
書 JB に示す。 54 

1 適用範囲 55 

この規格は，マグネシウム合金ダイカスト（以下，ダイカストという。）について規定する。 56 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 57 
ISO 16220:2017，Magnesium and magnesium alloys - Magnesium alloy ingots and castings（MOD） 58 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと59 
を示す。 60 

2 引用規格 61 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項62 
を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 63 

JIS B 0403 鋳造品－寸法公差方式及び削り代方式 64 

JIS H 1331 マグネシウム及びマグネシウム合金－分析用試料採取方法及び分析方法通則 65 

JIS H 1332 マグネシウム及びマグネシウム合金中のアルミニウム定量方法 66 

JIS H 1333 マグネシウム及びマグネシウム合金中の亜鉛定量方法 67 

JIS H 1334 マグネシウム及びマグネシウム合金中のマンガン定量方法 68 

JIS H 1335 マグネシウム及びマグネシウム合金中のけい素定量方法 69 

JIS H 1336 マグネシウム及びマグネシウム合金中の銅定量方法 70 

JIS H 1337 マグネシウム及びマグネシウム合金中のニッケル定量方法 71 

JIS H 1338 マグネシウム及びマグネシウム合金中の鉄定量方法 72 

JIS H 1341 マグネシウム合金中のカルシウム定量方法 73 

JIS H 1345 マグネシウム合金中の希土類定量方法 74 

JIS H 2222 ダイカスト用マグネシウム合金地金 75 
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3 用語及び定義 76 

この規格には，定義する用語はない。 77 

4 種類及び種類の記号 78 

ダイカストの種類は，20 種類とし，その種類の記号は，表 1 による。 79 

表 1－ダイカストの種類の記号 80 

種類の記号 ISO 16220 による記号 
（参考） 

合金の特色 
（参考） 

用途例 
（参考） 

MDC-AZ91B 
 

ISO-MgAl9Zn1(B) 機械的性質及び鋳造性に優れるが，耐

食性は MDC-AZ91D よりやや劣る。 
輸送機器部品，チェーンソー，

ノートブックパーソナルコンピ

ュータ，ビデオカメラ，音響機

器，スポーツ用品など 
MDC-AZ91D ISO-MgAl9Zn1(A) 耐食性に優れ，他の特性は，MDC-

AZ91B と同等。 
MDC-AZX912 ISO-MgAl9Zn1Ca 難燃性をもち，機械的性質に優れる。 輸送機器部品など 
MDC-AM20A ISO-MgAl2Mn 伸び及びじん（靭）性に優れる。 輸送機器部品，スポーツ用品な

ど 
 

MDC-AM50A ISO-MgAl5Mn 
MDC-AM60B ISO-MgAl6Mn 
MDC-AE44 ISO-MgAl4RE4 耐クリープ性に優れる。 輸送機器部品など 
MDC-AEX321 － 

難燃性をもち，熱伝導性に優れる。 輸送機器部品，LED 関連部品な

ど 
MDC-AXE440 － 難燃性をもち，耐クリープ性に極めて

優れ，熱伝導性及び耐食性にも優れ

る。 

輸送機器部品，通信関連機器な

ど 

MDC-AXE500 － 難燃性をもち，伸び，じん性及び耐食

性に優れる。 
輸送機器部品など 
 MDC-AEX610 － 

MDC-AXE622 ISO-MgAl6Ca2RE2 難燃性をもち，耐クリープ性に優れ

る。 
MDC-AJ52 ISO-MgAl5Sr2 耐クリープ性に優れる。 

 MDC-AJ62 ISO-MgAl6Sr2 
MDC-AXJ620 ISO-MgAl6Ca2Sr 
MDC-AJX931 － 
MDC-AS21A ISO-MgAl2Si 
MDC-AS41B ISO-MgAl4Si 
MDC-ASX310 － 

難燃性をもち，耐クリープ性に優れる。 
MDC-AXS620 － 

  81 
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5 材料 82 

材料は，ダイカスト用マグネシウム合金地金とし，JIS H 2222 による。 83 

6 品質 84 

6.1 外観 85 

ダイカストは，目視によって試験を行い，表面が平滑であり，割れ，鋳巣などの使用上有害な欠点があ86 
ってはならない。ただし，外観の合否判定基準は，受渡当事者間の協定による。 87 

なお，ダイカストは，埋め金，溶接などによって補修してはならない。ただし，欠点が小さく，注文者88 
が使用上差し支えないと認めたときは，補修してもよい。 89 

6.2 化学成分 90 

ダイカストは，8.1 によって試験を行い，その化学成分は，表 2 による。 91 
  92 
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表 2－化学成分 93 

単位 % 
種類の記号 Mg Al Zn Mn REa) Sr Ca Si Fe Cu Ni その他

個々b) 
MDC-AZ91B 

残部 
8.3～ 

9.7 
0.35～ 

1.0 
0.13～ 

0.50 
－ － － 

0.50 
以下 

0.03 
以下 

0.35 
以下 

0.03 
以下 

0.05 
以下 

MDC-AZ91D 
残部 

8.3～ 
9.7 

0.35～ 
1.0 

0.15～ 
0.50 

－ － － 
0.10 
以下 

0.005 c) 
以下 

0.030 
以下 

0.002
以下 

0.01 
以下 

MDC-AZX912 
残部 

8.3～ 
9.7 

0.35～ 
1.0 

0.15～ 
0.50 

－ － 
0.5～ 

2.5 
0.10 
以下 

0.005 
以下 

0.030 
以下 

0.002
以下 

0.01 
以下 

MDC-AM20A 
残部 

1.6～ 
2.5 

0.20 
以下 

0.33～ 
0.70 

－ － － 
0.08 
以下 

0.004 c) 
以下 

0.008 
以下 

0.001 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AM50A 
残部 

4.4～ 
5.3 

0.30 
以下 

0.26～ 
0.60 

－ － － 
0.10 
以下 

0.004 c) 
以下 

0.010 
以下 

0.002 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AM60B 
残部 

5.5～ 
6.5 

0.30 
以下 

0.24～ 
0.60 

－ － － 
0.10 
以下 

0.005 c) 
以下 

0.010 
以下 

0.002 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AE44 
残部 

3.5～ 
4.5 

0.20 
以下 

0.15～ 
0.50 

3.5～ 
4.5 

－ － 
0.08 
以下 

0.004 
以下 

0.008 
以下 

0.001 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AEX321 
残部 

2.5～
3.5 

0.30 
以下 

0.30～
0.50 

1.0～
1.8 

－ 
0.5～

1.0 
0.10 
以下 

0.004 
以下 

0.010 
以下 

0.002 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AXE440 
残部 

4.2～ 
4.8 

0.20 
以下 

0.10～ 
0.50 

0.30～ 
0.70 

－ 
3.5～ 

4.5 
0.50 
以下 

0.004 
以下 

0.008 
以下 

0.001 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AXE500 
残部 

4.6～ 
5.4 

0.30 
以下 

0.26～ 
0.6 

0.2～ 
0.4 

－ 
0.2～ 

0.4 
0.10 
以下 

0.004 
以下 

0.010 
以下 

0.002 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AEX610 
残部 

5.5～
6.5 

0.30 
以下 

0.30～
0.50 

0.5～
1.5 

－ 
0.2～

0.4 
0.10 
以下 

0.004 
以下 

0.010 
以下 

0.002 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AXE622 
残部 

6.1～ 
6.7 

0.04 
以下 

0.13～ 
0.35 

2.2～ 
2.8 

－ 
2.0～ 

2.4 
0.08 
以下 

0.004 
以下 

0.05 
以下 

0.001 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AJ52 
残部 

4.5～ 
5.5 

0.20 
以下 

0.20～ 
0.60 

－ 
1.8～ 

2.3 
－ 

0.08 
以下 

0.004 
以下 

0.008 
以下 

0.001 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AJ62 
残部 

5.5～ 
6.6 

0.20 
以下 

0.20～ 
0.60 

－ 
2.1～ 

2.8 
－ 

0.08 
以下 

0.004 
以下 

0.008 
以下 

0.001 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AXJ620 
残部 

5.5～ 
6.5 

0.10 
以下 

0.30～ 
0.40 

－ 
0.20～ 

0.30 
1.8～ 

2.5 
0.10 
以下 

0.004 
以下 

0.001 
以下 

0.001 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AJX931 
残部 

8.0～ 
10.5 

－ 
0.13～ 

0.50 
－ 

2.5～ 
4.5 

0.5～ 
2.5 

0.10 
以下 

0.005 
以下 

0.030 
以下 

0.002
以下 

0.01 
以下 

MDC-AS21A 
残部 

1.8～ 
2.5 

0.20 
以下 

0.18～ 
0.70 

－ － － 
0.7～ 

1.2 
0.004 c) 
以下 

0.008 
以下 

0.001 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AS41B 
残部 

3.5～ 
5.0 

0.20 
以下 

0.35～ 
0.70 

－ － － 
0.50～ 

1.5 
0.003 5 c) 
以下 

0.02 
以下 

0.002 
以下 

0.01 
以下 

MDC-ASX310 
残部 

3.0～
4.0 

0.30 
以下 

0.20～
0.50 

0.3～ 
0.5 

－ 
0.3～ 

0.5 
0.50～

1.5 
0.004 
以下 

0.010 
以下 

0.002 
以下 

0.01 
以下 

MDC-AXS620 
残部 

4.8～ 
6.4 

0.30 
以下 

0.15～ 
0.50 

－ － 
1.0～ 

2.1 
0.15～ 

0.70 
0.005 
以下 

0.030 
以下 

0.002
以下 

0.01 
以下 
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“－”で示す元素は，意図的に添加する元素ではないことを示す。“－”で示す元素及びこの表に示していない元素

は，受渡当事者間の協定がない限り，意図的に添加してはならない。 
“－”で示す元素及びこの表に示していない元素は，その存在が予知される場合，又は“その他 個々”の規定値を

超えるおそれがある場合に限って，製造業者の判断によってそれらの分析を行う。 
注 a)  RE は，セリウム（Ce）主体の希土類金属である。 
注 b) “その他個々”の値は，“－”で示す元素及びこの表に示していない元素の個々の成分値をいう。 
注 c)  受渡当事者間の協定によって，Fe 含有率の Mn 含有率に対する比が，MDC-AZ91D は 0.032，MDC-AM20A は

0.012，MDC-AM50A は 0.015，MDC-AM60B は 0.021，MDC-AS21A は 0.022 及び MDC-AS41B は 0.022 を超

えない場合は，Fe の含有率は，規定値を超えてもよい。 

6.3 機械的性質 94 

ダイカストの機械的性質は，受渡当事者間の協定による。 95 

なお，ダイカストの機械的性質の参考値を，JA.1 に示す。 96 

7 形状，寸法及び質量 97 

ダイカストの形状，寸法及び質量は，図面又は模型による。 98 

寸法許容差は，注文者の指定による。ただし，特に指定がない場合には，寸法許容差は，JIS B 0403 に99 
よる。 100 

8 試験 101 

8.1 分析試験 102 

化学成分の分析試験は，JIS H 1331，JIS H 1332，JIS H 1333，JIS H 1334，JIS H 1335，JIS H 1336，JIS 103 
H 1337，JIS H 1338，JIS H 1341 及び JIS H 1345 による。ただし，これらの JIS の定量範囲を超える場合104 
の分析試験は，受渡当事者間の協定による。 105 

なお，表 2 に規定する Sr 及び“その他 個々”の元素の分析試験は，JIS H 1331 によるほか，受渡当事106 
者間の協定による。 107 

注記 Sr の分析試験については，ASTM B954 を参照。 108 

8.2 機械試験 109 

機械試験は，受渡当事者間の協定による。 110 

なお，引張試験及び硬さ試験の各方法を，参考として JA.2 に示す。 111 

9 検査 112 

ダイカストの検査は，次による。 113 

a) 一般事項は，JIS H 0321 による。 114 

b) 外観は，6.1 に適合しなければならない。 115 

c) 化学成分は，8.1 によって試験を行い，6.2 に適合しなければならない。 116 
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d) 機械的性質は，8.2 によって試験を行い，6.3 に適合しなければならない。 117 

e) 形状，寸法及び質量は，箇条 7 に適合しなければならない。 118 

10 表示 119 

この規格の全ての要求事項に適合したダイカストは，1 包装ごと又は 1 製品ごとに，適切な方法によっ120 
て，次の事項を表示する。 121 

a) 種類の記号 122 

b) 製造番号 123 

c) 製造年月又はその略号 124 

d) 製造業者名又はその略号 125 

11 報告 126 

製造業者は，注文者からの要求がある場合は，化学成分の分析試験及び／又は機械試験の試験報告書を127 
提出する。 128 
  129 
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附属書 JA 130 

（参考） 131 

マグネシウム合金ダイカストの機械的性質 132 

JA.1 機械的性質 133 

JA.2 によって試験したときのダイカストの機械的性質（引張強さ・0.2 %耐力・伸び・ブリネル硬さ）を，134 
参考として表 JA.1 に示す。 135 

表 JA.1－ダイカストの機械的性質 136 

種類の記号 質別記号 a) 引張試験 ブリネル硬さ 
HBW 引張強さ 

N/mm2 
0.2 %耐力 

N/mm2 
伸び 

% 
MDC-AZ91B 
MDC-AZ91D 

F 200～260 140～170 1～9 65～85 

MDC-AZX912 F 220～270 160～190 2～5 60～80 
MDC-AM20A F 150～220 80～100 8～25 40～55 
MDC-AM50A F 180～230 110～130 5～20 50～65 
MDC-AM60B F 190～250 120～150 4～18 55～70 
MDC-AE44 F 220～260 130～160 6～15 60～80 
MDC-AEX321 F 210～230 110～130 5～7 50～70 
MDC-AXE440 F 230～250 185～230 2～6 55～80 
MDC-AXE500 F 230～270 130～160 15～25 55～70 
MDC-AEX610 F 260～280 150～170 15～20 60～80 
MDC-AXE622 F 225～255 160～175 5.5～8.5 45～55 
MDC-AJ52 F 190～235 110～150 3～9 50～70 
MDC-AJ62 F 200～260 120～160 3～10 55～80 
MDC-AXJ620 F 200～250 165～185 3～6 70～80 
MDC-AJX931 F 230～250 150～210 1～4 55～80 
MDC-AS21A F 170～230 110～130 4～14 50～70 
MDC-AS41B F 200～250 120～150 3～12 55～80 
MDC-ASX310 F 240～260 140～160 11～13 50～70 
MDC-AXS620 F 200～230 140～160 3～5 55～65 
注記 1 N/mm2＝1 MPa 
注 a) 質別記号の定義及び意味は，JIS H 0001 による。 

JA.2 試験 137 

JA.2.1 引張試験 138 

引張試験は，JIS Z 2241 による。 139 

JA.2.2 硬さ試験 140 

ブリネル硬さ試験は，JIS Z 2243-1 及び JIS Z 2243-2 による。 141 

 142 
 143 
 144 
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 145 
 146 
 147 
 148 
 149 
 150 
 151 
 152 
 153 
 154 
 155 
 156 
 157 
 158 
 159 
 160 
 161 
 162 
 163 
 164 
 165 
 166 
 167 
 168 
 169 
 170 
 171 
 172 
 173 
 174 
 175 
 176 
参考文献 177 

[1] JIS H 0001 アルミニウム，マグネシウム及びそれらの合金－質別記号 178 

[2] JIS Z 2241 金属材料引張試験方法 179 

注記 対応国際規格では，ISO 6892-1:2016，Metallic materials－Tensile testing－Part 1: Method of test 180 
at room temperature を引用規格としている。 181 

[3] JIS Z 2243-1 ブリネル硬さ試験－第 1 部：試験方法 182 

注記 対応国際規格では，ISO 6506-1:2014，Metallic materials－Brinell hardness test－Part 1: Test 183 
method を引用規格としている。 184 

[4] JIS Z 2243-2 ブリネル硬さ試験－第 2 部：硬さ値表 185 

[5] ASTM B954 Standard Test Method for Analysis of Magnesium and Magnesium Alloys by Atomic  186 
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附属書 JB 187 

（参考） 188 

JIS と対応国際規格との対比表 189 
 190 

JIS H 5303 ISO 16220：2017（MOD） 

 
a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

1 1 削除 ISO 規格は，砂型鋳造，金型鋳造，ダイカス

ト及び精密鋳造に使用されるマグネシウム

合金地金並びにそれらの製品の化学成分及

び機械的性質（ダイカストは参考値）を規定

している。JIS では，規格使用者の利便性の

ため，JIS H 2221（砂型鋳造，金型鋳造及び

精密鋳造用地金），JIS H 2222（ダイカスト

用の地金），JIS H 5302（砂型鋳造品，金型

鋳造品及び精密鋳造品）及び JIS H 5303（ダ

イカスト品）の 4 種類の規格に分割したた

め，ダイカスト以外は削除した。 

我が国の事情のため，ISO
規格への提案は行わな

い。 

4 4.1～4.3 追加 JIS では，我が国の市場の実態に即して，独

自の 7 種類を追加した（表 1）。 
ISO 規格の見直しの際

に，改訂提案を行う。 
削除 ISO 規格のダイカスト用合金以外の種類を

削除した。（表 1） 
我が国の事情のため，ISO
規格への提案は行わな

い。 
変更 JIS では，我が国の市場の実態に即して，記

号に変更した。（表 1） 

4.4 削除 ISO 規格は，“注文時の呼び方”を規定して

いるが，JIS では不要であり削除した。 
5 － 追加 JIS では，材料についての規格は分割してい

るため，箇条を新たに設けて，材料について

に規格を引用して規定した。 

我が国の事情のため，ISO
規格への提案は行わな

い。 
6.1 5.4 変更 JIS では，我が国の市場の実態に即して，必

要な要求事項を追加した 
我が国の事情のため，ISO
規格への提案は行わな

い。 
6.2 5.1 削除 JIS では，ダイカスト以外の種類を削除した

（表 2）。 
 

我が国の事情のため，ISO
規格への提案は行わな

い。 
  追加 JIS では，我が国の 7 種類の化学成分を追加

し，また，規格利用者の利便性のため，化学

成分に関する説明を追加した（表 2）。 

ISO 規格の見直しの際

に，改訂提案を行う。 

  変更 JIS では，MDC-AZ91B，MDC-AZ91D，MDC-
AM50A，MDC-AM60B及びMDC-AS41Bは，

JIS として必要な化学成分に変更した（表

2）。 

  191 
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a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

6.3 5.2 変更 ISO 規格は，機械的性質を参考として本文

中に記載しているが（注記 3），JIS では，

機械的性質の数値を附属書（参考）として記

載した（JA.1）。実質的な技術的差異はない。 

我が国の事情のため，ISO
規格への提案は行わな

い。 

7 － 追加 JIS では，我が国の市場の実態に即して，必

要な要求事項を追加した。 
ISO 規格の見直しの際

に，改訂提案を行う。 
8.1 5.1 変更 ISO 規格では，分析方法について具体的に

規定していないが，JIS では，我が国の市場

の実態に即して，要求事項などを追加した 

ISO 規格の見直しの際

に，改訂提案を行う。 

8.2 6～8 変更 ISO 規格は，規格を引用して規定している

が，JIS では，機械的性質の具体的数値を参

考としているため，その方法も附属書（参

考）として記載した（JA.2）。実質的な技術

的差異はない。 

我が国の事情のため，ISO
規格への提案は行わな

い。 

9 9 変更 ISO 規格では，規格の引用だけで規定して

いるが，JIS では，我が国の市場の実態に即

して，必要な検査項目を規定した。実質的な

技術的差異はない。 

我が国の事情のため，ISO
規格への提案は行わな

い。 

－ 10 削除 ISO 規格では，数値の丸めについて規定し

ているが，JIS では不要であり削除した。 
我が国の事情のため，ISO
規格への提案は行わな

い。 
10 － 追加 JIS では，我が国の市場の実態に即して，必

要な要求事項を追加した 
我が国の事情のため，ISO
規格への提案は行わな

い。 
11 － 追加 JIS では，我が国の市場の実態に即して，必

要な要求事項を追加した。 
ISO 規格の見直しの際

に，改訂提案を行う。 
注記 1 箇条ごとの評価欄の用語の意味を，次に示す。 

－ 削除：対応国際規格の規定項目又は規定内容を削除している。 
－ 追加：対応国際規格にない規定項目又は規定内容を追加している。 
－ 変更：対応国際規格の規定内容又は構成を変更している。 

注記 2 JIS と対応国際規格との対応の程度の全体評価の記号の意味を，次に示す。 
－ MOD：対応国際規格を修正している。 
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